
No.28 青森県・平川市（産業振興基本構想推進アドバイザー）

【目的】
平川市産業振興に係る基本構想に掲げる目指すべき将来像の実現のため、アドバイザーの

助言を活かし、構想の着実な推進を図る。

【内容】
１ 平川市産業振興に係る基本構想会議（令和7年度は

2回開催）での助言
２ 農作物の付加価値向上に向けた可能性調査への参画
３ その他基本構想の進捗に関する各種サポート

【成果（見込み）】
・オブザーバーとして「平川市産業振興基本構想推進会議」に出席

農・商・観の関係団体代表、１～３次事業者、金融機関、大学教授などで委員を
構成する会議へオブザーバーとして出席し、会議案件である基本構想のローリン
グや各種関連事業の進捗状況確認などに対して助言を行った。

・農作物の付加価値向上に向けたヒアリング調査等への参画
「地域一体型6次産業化」の具現化のため市内の１次・２次・３次事業者を対象
に行ったヒアリング調査に同行、調査結果の取りまとめにも参画した。
また、ヒアリング対象者を集めて開催した検討会では、ヒアリング結果を踏まえ
た事例発表を行ったほか、ワークショップのグループリーダーを務めた。

地域力創造アドバイザー 高坂 幹氏（A643）

活用分野 産業振興、６次産業化、販路開拓・販路拡大

活用期間（頻度） 令和７年度～（月１、２回程度）

キーワード
＃産業振興 ＃地域活性化 ＃地域資源の活用 ＃地域一体型6次産業化 ＃販路開拓・販路拡大
＃地場産品発掘 ＃ひらかわモデル ＃伴走支援

平川市産業振興に係る検討会

１次事業者へのヒアリング
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No.29 青森県中泊町（パイロットプロジェクト検討フィールド調査実施業務）

【目的】
本業務は、町が抱える地域課題の解決に向けて、青森公立大学による実地調査、地域住民とともに学生フィールド調査を実施

することで、地域課題を共助で解決する力を養い、人口減少社会にあっても持続可能な町づくりを進めることを目的に実施する。

【内容】
・共助による自主防災に関する調査
・設置済みの自主防災組織状況調査
・地域住民の防災意識調査
・大学生、地域住民、地元小中学生、
地元自治体によるまちあるき調査や
ワークショップの開催

【成果（見込み）】
自主防災組織設立に向けた機運の醸成（年度内に1地区増加）
共助力の強化や慣れ親しんだ地域の特性を再認識する。

地域力創造アドバイザー 高坂 幹（A643）

活用分野 防災・減災 危機管理、自治体経営イノベーション

活用期間（頻度） 令和７年度～令和９年度（月１回程度）

キーワード
＃地域の担い手 ＃自主防災 ＃共助 ＃地域づくり ＃人づくり ＃他世代交流 ＃女性活躍
＃伴走支援 ＃町づくり ＃人口減少対策 ＃ワークショップ

（ワークショップの様子）

（集落点検まちあるきの様子）
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